
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロメテウスの火 

 

人類は火とそして英知を授かり、 

しかし未来を知る能力を失った。 

代わりに得たのは、希望であった。 

今、私たちは破壊と創造の火を燃やす。 

＜＜主主催催＞＞  

産産学学連連携携学学会会  

＜＜共共催催＞＞（（予予定定））  

（（独独））新新エエネネルルギギーー産産業業技技術術総総合合開開発発機機構構・・（（独独））科科学学技技術術振振興興機機構構  

（（財財））ベベンンチチャャーーエエンンタターーププラライイズズセセンンタターー  

＜＜後後援援＞＞（（予予定定））  

文文部部科科学学省省・・経経済済産産業業省省・・日日本本経経済済団団体体連連合合会会・・群群馬馬県県・・高高崎崎市市・・前前橋橋市市・・群群馬馬県県経経営営者者協協

会会・・群群馬馬県県商商工工会会連連合合会会・・群群馬馬企企業業家家同同友友会会・・（（独独））中中小小企企業業基基盤盤整整備備機機構構  関関東東支支部部・・前前橋橋

商商工工会会議議所所・・高高崎崎商商工工会会議議所所・・首首都都圏圏北北部部地地域域産産業業活活性性化化推推進進ネネッットトワワーークク  

日日本本ベベンンチチャャーー学学会会・・知知的的財財産産戦戦略略推推進進本本部部・・日日本本知知財財学学会会・・大大学学発発ババイイオオベベンンチチャャーー協協会会・・

（（財財））日日本本立立地地セセンンタターー・・日日本本新新事事業業支支援援機機関関協協議議会会・・群群馬馬県県産産業業支支援援機機構構・・（（独独））日日本本原原子子

力力開開発発機機構構高高崎崎量量子子研研究究所所・・群群馬馬県県産産業業技技術術セセンンタターー・・（（財財））栃栃木木県県産産業業振振興興セセンンタターー  

ＮＮＰＰＯＯ法法人人北北関関東東産産官官学学研研究究会会・・ＮＮＰＰＯＯ法法人人北北関関東東ババイイオオフフォォーーララムム・・ＮＮＰＰＯＯ法法人人群群馬馬ががんんアアカカ

デデミミーー・・（（社社））日日本本技技術術士士会会  群群馬馬県県技技術術士士会会  

  

  

産産学学連連携携学学会会第第４４回回大大会会事事務務局局  
群馬大学医学部臓器病態薬理学教室 

群馬大学地域共同研究センター(昭和分室)内  
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             実行委員長 大石 博海        

〒371-8511 群馬県前橋市昭和町 3 丁目 39-22 
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大会事務局 

 

会 期 ：平成１８年６月１５日（木）～１６日（金） 
会 場 ：コラボ産学官プラザ in TOKYO 
      （２階 大ホール） 

The 4th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production 



Ⅰ.大会概要 
  

産学連携学会 第４回大会 

大 会 長   小 濱 一 弘 

実行委員長  大 石 博 海 

会期：平成１８年６月１５日(木)～１６日(金) 

会場：コラボ産学官プラザ in TOKYO  （２階 大ホール） 

        東京都江戸川区船堀 3-5-24  

朝日信用金庫 船堀センター 5 階 （ 都営新宿線：船堀駅から徒歩２分 ） 

 

Ⅱ．懇親会 
 

日 時：平成１８年６月１５日(木) １８：１５～２０：００ 

会 場：タワーホール船堀  ２階イベントホール「平安」 （予定） 

   東京都江戸川区船堀４－１－１ 

 

Ⅲ.プログラム 
 

（１） 開会式 

 

（２） 総会 

 

 

（３） シンポジウム（予定） 

テーマ：ココーーデデイイネネーートト活活動動のの課課題題とと役役割割 

 

 

（４） パネル討論（予定） 

テテーーママ：：第第４４回回大大会会をを総総括括ししてて産産学学連連携携をを展展望望すするる  

     ～～地地域域産産業業経経済済のの活活性性化化とと知知のの活活用用～～  

 

 

（５） 一般講演（口頭発表） 

１）人材の育成  ２）組織間連携  ３）知的財産の創出から活用     

４）組織内部における産学官連携体制の構築  ５）リエゾン・コーディネート    

６）産学官連携プロジェクト ７）新事業創出  ８）産学連携に関連する政策 

９）産学連携論 

   ※小項目（キーワード）については、別紙「産学連携学会第４回大会セッション分類」をご参照下さい。 

 

（６） ポスターセッション 

   ※１６日（金）１２：００～１３：００ コアタイム 

 

（７） ランチョンセミナー（予定） 

テーマ：産学連携の取り組み（案） 

    ～学学連携に繋がるビジネスモデル～ 

 

（８） 閉会式 

 
 



 
Ⅳ.大会日程 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．参加費 
 
■ 大会参加費（予稿集代を含む）    事前登録(予約) 非 登 録(当日) 

正会員、準会員、賛助会員、名誉会員（個人・法人）       ５，５００円 ６，０００円 

正会員（学生）      ２，５００円 ３，０００円 

非会員       ８，０００円 ９，０００円 
 

■ 懇親会費      事前登録(予約) 非 登 録(当日) 

正会員、準会員、賛助会員、名誉会員（個人・法人）       ５，０００円 ６，０００円 

正会員（学生）      ２，５００円 ３，０００円 

非会員       ５，０００円 ６，０００円 
 

事前登録(予約)：平成１８年５月３１日(水)までに、参加申込みおよび振込みを行った場合の費用 

非 登 録(当日）：平成１８年６月１日(木)から当日までに、振込みを行った場合の費用（当日会場でも受付） 

 

Ⅵ．大会参加方法 
 

 大会参加を希望される方は、平成１８年５月３１日（水）までに、添付の「大会参加申込書」に必要事項を記入

の上、大会事務局にＦＡＸまたは E-mail で申込み下さい。 

 上記Ⅴ.大会参加費および懇親会費（参加希望者のみ）を郵便振替で送金して下さい。振込手数料は参加者

の負担になります。 

    送金先： 口座番号 ００１８０－８－２６１２８３ 

口座名義 産学連携学会第４回大会 

    事前登録（予約）申込締切り： 平成１８年５月３１日（水）【必着】 
＊ 予約申込みは「大会参加申込書」と「参加費」の何れも、締切日までになります。 
＊ 締切日以降に申込みの場合、大会参加費と懇親会費は「非予約（当日）」扱いとなります。 
＊ 大会当日に不参加の場合でも、振込みされた費用は返却いたしません。 
＊ 一般演題およびポスターセッションの発表予定者は、予約申込み（別紙：一般演題・ポスター発表申 

込書）を提出して下さい。 
 

URL http://j-sip.org/ ※本大会の最新情報を随時掲載します。ご確認をお願いします。 
 

大大会会事事務務局局  

問合せ先 

申込受付 

 大会参加、一般演題、

ポスター発表 

産産学学連連携携学学会会第第４４回回大大会会実実行行委委員員会会            

      大会長 小濱 一弘 

実行委員長 大石 博海 

群馬大学医学部臓器病態薬理学教室・群馬大学地域共同研究センター（昭和分室）内 

〒371-8511 群馬県前橋市昭和町 3 丁目 39-22 

TEL：027-220-8115，7962／FAX：027-220-8116 E-mail：hohishi@showa.gunma-u.ac.jp 
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Ⅶ.演題募集 
 
（１） 一般講演（口頭発表）・ポスター発表希望者は、平成１８年４月１７日（月）【必着】までに、「一般演題・

ポスター発表申込書」を提出して下さい。 

（２） 下記の｢発表要旨原稿の作成および提出｣に添って、発表原稿を作成、平成１８年５月８日（月）までに

提出して下さい。期限内に提出がない場合、予稿集に印刷さ

れません。ご了承下さい。 
 

■ 発表要旨原稿の作成および提出について（右図参照） 

（１） 一般講演・ポスター発表１件につき、A4 縦版の白紙２枚以内

に、本文と必要に応じて図表等を配置した原稿を作成して下

さい。 

（２） 余白は上２０mm、下２５mm、左右各２５mm とします。 

（３） 文字のサイズは１０～１１ポイントの範囲を基本とします。 

（４） １行目には、左から４０mm 以上空けて（演題番号を記入するた

め）タイトルを書き、１行空けて発表者名（複数連名の場合は

演者の前に○印を付ける）と、（ ）内に所属名を記入し、さら

に１行空けて本文を書き出して下さい。 

（５） 要旨原稿の見出し項目（はじめに、調査方法、結果、考察な

ど）は自由とします。 

（６） 提出する電子ファイルの形式は、ワードまたはＰＤＦとします。 

（７） 発表要旨の印刷物および電子ファイル（ＦＤ、ＣＤ等を郵送または電子メールに添付（２MB 以内とする）

を平成１８年５月８日（月）［必着］までに、大会事務局に提出して下さい。 

尚、印刷物はそのままオフセット印刷しますので、印字の鮮明な原稿にして下さい。また、提出された電

子ファイル等、返却しません。ご了承下さい。 
 

■ 一般講演の発表方法 

（１） 発表はミニシンポジウム形式（３～４件の講演を続けて）で行います。各講演の発表時間は約１２分の

予定です。発表終了後１０分程度の発表者とフロアーとフリー討論を行います。 

（２） 発表に使用する機器は、液晶プロジェクターとなります。 

（３） 発表形式は、Microsoft PowerPoint」で原稿を作成して下さい。 その電子ファイルをメディアに保存

の上、当日、ご持参・PC 受付に提出して下さい。ファイル名は「演者の氏名.ppt（複数の発表がある場

合には、番号を入れて下さい。）」として下さい。尚、コンピュータ（Windows 

XP)は原則、大会事務局で用意したものを使用します。 
 

■ポスターセッションの発表方法 

（１） ポスター展示 

  ａ）出展者は、ポスターを（１日目、平成１８年６月１５日の１２時までに）直接会場 

に持参、所定の場所に展示（掲示・貼付）して下さい。 

  ｂ）ポスターのサイズ（掲載スペース）は、縦１５０cm×横６０cm（Ａ１・Ｂ４等のサイ 

ズで展示可能）以内とします。 

（２） 発表方法 

  ａ）ポスター発表者はコアタイム（２日目、１２：００～１３：００）を設けます。 

この時間帯はポスターの前で待機・意見交換を行って下さい。 

  ｂ）飲み物・軽食を準備します。気軽に来場して下さい。 

 


